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（英  語） Translational research for neuronal circuitry pathologies of 
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II. 成果の概要（総括研究報告） 

研究開発代表者： 国立大学法人京都大学 神経内科 高橋良輔     総括研究報告を参照。 
 
花川グループは、パーキンソン病及びその関連疾患（RBD）の安静時機能結合 MRI データを取

得しデータベースを構築している。解析システムとして、歪み補正、ノイズ自動除去を含む解

析パイプラインをサーバー上に構築した。領域内連携として、安静時機能結合 MRI によるヒト

疾患例とモデル霊長類の共通バイオマーカーの探索（理研 CLS との共同研究）、及び安静時機

能結合 MRI による気分障害の判別分析法の開発に取り組んだ（臨床研究総括班との共同研究）。 
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